
様式第二号の八 ( 第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

　　令和2年 6月 12 日

愛 知 県 知 事　殿

提出者　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　住 所　　　愛知県刈谷市朝日町 2丁目1番地

氏 名　　　アイシン精機株式会社　　　　　

取締役社長 　伊勢　清貴

電話番号　　　 0566-24-8284 　　　　　　　　

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事業場の名 称 　アイシン精機株式会社　

事業場の所在 地 　愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地

計画期 間 　令和2年 4月 1日～令和3年 3月 31 日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事業の種 類
31 ：輸送用機械器具製造業

②事業の規 模 製造品出荷額　0円

③従業員 数 4031 人



④産業廃棄物の一連

の処理の工程

廃プラスチック類：中間処理業者に委託して破砕圧縮成形後 RPF 燃料として再資源化

複合金属屑：中間処理業者に委託して破砕選別後原料として再資源化

ガラス・陶磁器屑：中間処理業者に委託して破砕選別後原料として再資源化

汚泥（社外処理）：中間処理業者に委託して焼却（残渣は路盤材として再資源化）

　　　　　　　　 中間処理業者に委託して乾燥・脱水後セメント原料として再資源化

汚泥（社内処理）：脱水・焼却（社内）後、飛灰は路盤材、燃え殻はセメント原料化

廃油（社外処理）：中間処理業者に委託して油水分離後燃料として再資源化

廃油（社内処理）：濃縮・焼却（社内）後、飛灰は路盤材、燃え殻はセメント原料化

廃酸・廃アルカリ：中間処理業者に委託して焼却後、路盤材として再資源化

木くず：中間処理業者に委託して破砕後燃料として再資源化

( 日本工業規格　Ａ列４番)

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

1 現状 【前年度（　平成 31 年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 別紙参照

排出 量 別紙参照

（これまでに実施した取組）

汚泥：排水処理場から出るスラリーを脱水、脱水後の汚泥を西尾工

場にて焼却し減量化

廃プラ・金属屑：分別徹底による有価化

環境管理部署（環境部）

技術開発部門環境管理部署

（技術管理部） 生産技術ｾﾝﾀｰ廃棄物管理部署

(生技管理部)

工場環境管理部署

（試作工場 工場管理ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ）

生産技術ｾﾝﾀｰ環境委員会事務局

(PE・環境推進部)

各部署環境管理責任

者

各部署環境管理推進

者

各部署環境管理推進

者

各部署環境管理責任

者 各部署環境管理責任

者
各部署環境管理推進

者

公害防止統括者（環境部担当役員）

試作工場

環境管理統括者（工場

長）

技術開発部門

環境管理統括者（技術管理部

長）

生産技術ｾﾝﾀｰ

生産技術ｾﾝﾀｰ環境委員会委員長

（PE・環境推進部長）



②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 別紙参照

排出 量 別紙参照

（今後実施する予定の取組）

汚泥：スラリーの脱水、社内焼却を継続

廃プラ・金属屑：分別徹底を継続

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

分解可能な混合物を分解・分別している。

②計画 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃プラスチックについて成分別の分別を強化。

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

1 現状 【前年度（　平成 31 年度）実績】

産業廃棄物の種類 別紙参照

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

別紙参照

（これまでに実施した取組）

再生利用実績は無し。

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 別紙参照

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

別紙参照

（今後実施する予定の取組）

現時点で再生利用の計画は無し。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

1 現状 【前年度（　　平成 31 年度）実績】　

産業廃棄物の種類 別紙参照

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量

別紙参照



自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量

別紙参照

（これまでに実施した取組）

排水処理場から出るスラリーを脱水後、社内焼却炉（西尾工場）に

て焼却処理し減量化。

②計画 【目標】　　

産業廃棄物の種類 別紙参照

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

別紙参照

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量

別紙参照

（今後実施する予定の取組）

排水処理場からのスラリーの脱水・社内焼却による減量を継続

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

1 現状 【前年度（　平成 31 年度）実績】

産業廃棄物の種類 別紙参照

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

別紙参照

（これまでに実施した取組）

自ら埋立処分又は海洋投入処分実績は無し。

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 別紙参照

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

別紙参照

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は海洋投入処分の計画は無し。



産業廃棄物の処理の委託に関する事項

1 現状 【前年度（　平成 31 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙参照

全処理委託量 別紙参照

優良認定処理業者へ

の

処理委託量

別紙参照

再生利用業者へ

の

処理委託量

別紙参照

認定熱回収業者へ

の処理委託量

別紙参照

認定熱回収業者以外

の熱回収を行う業者

への処理委託量

別紙参照

（これまでに実施した取組）

分別を徹底し、再生利用業者への委託を推進。

（第５面）

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 別紙参照

全処理委託量 別紙参照

優良認定処理業者への処

理委託量

別紙参照

再生利用業者への

処理委託量

別紙参照

認定熱回収業者への

処理委託量

別紙参照

認定熱回収業者以外の熱

回収を行う業者への処

理委託量

別紙参照



（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物業者の現地確認により適正処理の継続確認。

分別、社内解体拡大にて、リサイクルの質向上。

※事務処理欄 　



別紙
単位：ｔ

汚泥 汚泥 汚泥 ｶﾞﾗｽ屑・ｺﾝｸﾘｰﾄ屑 金属くず 廃アルカリ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃油 廃油 廃油 廃酸 木くず 合計

（主灰） （飛灰） （その他） 及び陶磁器くず （主灰） （飛灰） （その他）

◇産業廃棄物の排出の抑制に関する事項
前年度実績 824.720 132.030 10.150 4.870 13.960 0.280 90.810 8.160 1.310 33.190 0.010 30.210 1,149.7

目標 816.473 130.710 10.049 4.821 13.820 0.277 89.902 8.078 1.297 32.858 0.010 29.908 1,138.2

◇自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項
前年度実績 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.0

目標 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.0

◇自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　自ら熱回収を行った産業廃棄物の量
前年度実績 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.0

目標 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.0

　　自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量
前年度実績 814.650 130.420 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 7.950 1.270 0.000 0.000 0.000 954.3

目標 806.504 129.116 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 7.871 1.257 0.000 0.000 0.000 944.7

前年度実績 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.0

目標 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.0

◇産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　全処理委託量
前年度実績 10.070 1.620 10.150 4.870 13.960 0.280 90.810 0.220 0.030 33.190 0.010 30.210 195.4

目標 9.969 1.604 10.049 4.821 13.820 0.277 89.902 0.218 0.030 32.858 0.010 29.908 193.5

　　優良認定処理業者への処理委託量
前年度実績 0.000 1.620 10.150 4.440 13.960 0.280 11.140 0.000 0.030 33.190 0.010 30.210 105.0

目標 0.000 1.604 10.049 4.396 13.820 0.277 11.029 0.000 0.030 32.858 0.010 29.908 104.0

　　再生利用業者への処理委託量
前年度実績 10.070 1.620 10.150 2.410 13.440 0.280 90.810 0.220 0.030 28.430 0.010 30.210 187.7

目標 9.969 1.604 10.049 2.386 13.306 0.277 89.902 0.218 0.030 28.146 0.010 29.908 185.8

　　認定熱回収業者への処理委託量
前年度実績 0.000 0.000 0.000 2.000 0.500 0.000 0.000 0.000 0.000 4.760 0.000 0.000 7.3

目標 0.000 0.000 0.000 1.980 0.495 0.000 0.000 0.000 0.000 4.712 0.000 0.000 7.2

前年度実績 0.000 0.000 8.680 0.470 0.000 0.280 0.630 0.000 0.000 2.300 0.010 0.000 12.4

目標 0.000 0.000 8.593 0.465 0.000 0.277 0.624 0.000 0.000 2.277 0.010 0.000 12.2

産業廃棄物の種類(名称）

◇自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った
　　産業廃棄物の量

　　認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への
　　処理委託量


